
６　家政学原論・家庭経営・家庭経済・家族関係
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〔(社)日本家政学会

SP法ドよる八学栓））九八ト六時囃郎ヽ1律）一日･台･韓溥4c.μ漱麻り俤2絢

O あ茶，水す八家政保坂久美’｝　ぶヽ和絃躇政袖井孝｝

紅か矩だ求瓦　細5-ﾆ峯子　漢陽堵政体炳淑　和凍林政鄭淑子

　目的：迩年多くのμ奏にぷ･ヽイ産業化･ｴｰ業化城建策し、それ（こ伴って「湛さ」。「生産

性^. 「スピード」を*,視f 釧剛直観貳人々の関心曼恚レた。"i が

弧陳じ知戦叫',し立r- <-fくフリヽt席性の良之ぶi -,て彼ら・柱石勺定仕毛低下したいヽ

わ沁ている。こうしか虹｀’傭教ま傅色意織の基礎とし、石くヵ、ら敬危β偲色持、て素人と

伜レz さ斥ei本や韓固め若君は象ん･fe どのざうに観了い３のだろうか。素研爽にiい巾誦国

の尺f!生・弗川久一ジをとらえ3こに抑、彼｡らの秤っ衆人観。丈流転と詣it,嘸と明ら

やにレiれぞれの国。社か丈化的孚因ぶわレジ(s 与と2 影響につヽヽて考奪す3．

　乍洙：調有。方五及が奔流は第I報に同し汀九んイメージば、和順 t ^妁脊詞対色尺度と

1 3 Semaiiti'こDif秘心al 貳（SD球）にり剰定しな。尺衆I- に加の形斎詞対以参柔沁てい3 .

　対象孝・基年的満株：斟報万同べ）わヽしこべ∩邨岑ヒ韓国りこ摩生のみをタ衿

の対及t '^ i・

　帰果：尺戊、平均降冷､I- いてイトジ芭みlと、八学生・椅7 九人^ φ一ジ/ 炭tif)国とも

-£̂ 的V もenに傾いr VヽわいB 季CO 方バヤやそ・傾削剱憚らB 事にぶヽヽでぼ特に「非

生束的j･r遅いA･りいしいJ いい化似－ジHぺ%くヽ勤率包奔的価値観以対無才1- ぎ')

強く内面化之vK-てぃ弘で｀旨昭いがヽと鳥ヽ･わね。わレジを､燎定丿引

固手ごとに棟討しなμヽ影響を孚乞で心雰固ば因^|りり異^fi。乞な規軋奪囚をあげ３

とほ手に糾ヽt li=""県人､や元人開題へ。屑八勁' r 頑叉母とりた昴^ ･ ^柊別』リどで｀ぶり,韓固

においてa ‘祖忙母ヒ・）同昂脈瞭^・r元ん？衆人問題へり哨心丿俘gヅある。
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実態と生活保障の課題－一一高知市の場合

木敏子

目的　養育期の子どもがいる夫婦の離婚の増加などから、ひとり親家庭( one－parent　f a m

iiy　またはsingle－parent　family)の母子家庭や父子家庭か増加している。それぞれの生

活の困難な側面か指摘され、母子・父子福祉の向上が叫ばれはするが、実際は社会保障、

社会福祉は見直し、縮小の方向がとられている。離婚率が高く、母子家庭の出現率が高い

高知市において、母子家庭の生活と親子関係の実態を明らかにすることによって、母子家

庭をめぐる今［トの社会保障・社会福祉諸制度の見直しの問題点について検討したい。

方法　調査対象：高知市と高知r竹青開会（母子福祉団体）が実施した19 8 5年度行事の参加

者名簿に載っている　185名の養育者。調査方法：「母と子の生活実態調査」と題した質問

紙の郵送法、質問紙の主な内容は、母子家庭となった背景、家族構成、母親の就労と所得

や住居の状況、母親と子どもの接触状況、子どもの養育上の方針や悩みなど。調査時期：

19 8 6年1 2月中旬。回収（率）:　1 04票（58.4％）。分析数：養育者が母親であるＨ票。

結果　主な属性は、母親は3 0歳代が6 4.8％、離婚母子世帯が7 5世帯(78.2％）、母と子ど

もだけからなる世帯が7 4.0％、子どもは２人が39.6％, 1人が38.5％である。母親の約９

割が仕事をもっており、児童扶養手当や年金等の収入を合せても年収　2 00万円未満が6 5.6

呪を占める。住居費の負担も重くなっている。母と子の接触やしつけは、母親の就業のた

めに物理的に困難な面をもちつつも、比較的良好であるが、約９割の母親は子どもの養育

のうえで悩みや不安をもっているという。生活のうえでもっとも困っていることは「生活

費」と「子どもの教育や進学」次いで「仕事」である。


